
 

 

生きものの“つぶやき”： 

「幸あれ！ハイタッチ！！」 

 

エッセイ： 

夏休みに友達と公民館で勉強していると、窓からかわいらしいお友達が｢僕も入れてー！｣

と言わんばかりに私たちを覗いてきた。蜂を見ると幸運が訪れるサインとされているらし

い。私も思わずそのハチさんを覗き込むと、まるで｢僕とハイタッチしようよ！｣と言って

いるかのように小さな手を上に出してきた。私もガラス越しにそこに手をあて、2 人で、

｢残りの夏休みに幸あれ！｣とハイタッチを交わした。その後調べてみると、特定外来生物

に指定されていて、ミツバチの天敵でとても攻撃的な危険なハチさんらしく、駆除が勧め

られてるらしい。しかし、私にはそんな怖いハチさんに見えなかった。太陽に照らされて

るととても綺麗な黄色をしていて可愛しい印象だった。生き物と人間お互いに敵対心を持

たなければここまで分かちあえるのもっと色んな人に知って欲しい。ハチさん、ミツバチ

さんとも仲良くね。(372 字) 

 

 



生きものの紹介： 

ツマアカスズメバチ 

 

撮影場所・日時：  

みどり市笠懸公民館 2025 年 8 月 6 日 

 

応募者の自己紹介： 

1. 氏名：石島沙羅 

2. 高校・学年：佐野日本大学高等学校・2 年 

 

審査員からのコメント： 

ツマアカスズメバチが本当にハイタッチしてきたようで幸せな気持ちになりま

す 

つぶやきが秀逸。よくこのアングルで捉えました。 

 


